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１．研究計画の概要   
 極小モデル理論の主要部分が証明されたこ
とを受け、関連する代数幾何の諸問題を幅広
く研究することを計画した。特に一般型多様
体や複素シンプレクティック多様体、ベクト
ル束の研究に力点を置くこととした。 
 
 
２．研究の進捗状況 
オービフォールドベクトル束を用いた代数
曲面上の曲線の研究とヒッグズ束の一般論
について、見るべき成果があがった。一方複
素シンプレクティック多様体については目
立った成果があがらにかった。 
 
 
３．現在までの達成度 
当初見込んだ結果が得られなかった方向（複
素シンプレクティック多様体理論）もあるが、
思いがけない発展を遂げた方向（ヒッグズ束
理論）もあり、ほぼ所期の目的が完了した方
向（曲面論）もある。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度に向かって、ヒッグズ束理論をまと
めて論文を作成する。複素シンプレクティッ
ク多様体について、新しい研究方法を模索す
る。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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